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　5月7日、車力屏風山牧野で黒毛和種肉用牛の放牧が始まりま
した。冬の間、牛舎で過ごした牛たちは畜産農家のトラックで運
ばれ、広さ約88㌶もある牧草地に放されると元気に走り回り青々
とした牧草をはんでいました。
　この日は、12戸の畜産農家が約100頭の雌牛と子牛を放牧し、
ピーク時期には約230頭の牛が放牧され、11月上旬頃まで行わ
れます。

黒毛和種牛の放牧始まる 車力屏風山牧野
ぼくや

　5月1日、稲垣観光さくらんぼ園にいなほ保育園、しげた保育園、
車力幼稚園、富野保育所の園児ら63人が訪れ、さくらんぼの受粉
作業を体験しました。
　園児は毛ぼうきで受粉樹から花粉を取り、それを正光錦という
品種の花に付け「あまーいさくらんぼになってね」と呼び掛けな
がら作業を行いました。さくらんぼは授粉から45日から50日ほど
で収穫でき、６月中旬の開園には赤く色づいたさくらんぼが収穫
できそうです。

さくらんぼさん、大きく実ってね 稲垣観光さくらんぼ園

　4月25日、向陽小学校が日頃から学校に協力している団体に感
謝状を贈呈しました。
　感謝状は、清寿会、大和山木造支部婦人部、木造交通指導隊、
おはなしサークル「おひさま」の4団体に校長とPTA会長の連名
で贈られ、岩村校長は「教育活動を理解していただき心から感謝
しております。今後も地域の子ども達のためにご協力をお願いし
ます。」と感謝の言葉を述べました。

善意に感謝を込めて 向陽小学校

 5月1日、タンダイパッケージセンターで丹代青果社員による昔
ながらの知恵や技を使ったりんご箱への縄がけ実演が行われま
した。
　りんご箱への縄がけは、昭和42年頃まで続けられたそうで、わ
ら縄を途中で切ることなく1本で縛り上げるのが職人技とされて
います。現在は、段ボールや発泡スチロールの箱にりんごを詰め
て出荷していますが、昔の知恵と技を継承していこうと社員達は
縄がけを学んでいました。

わら縄でりんご箱を縄がけ 昔の知恵と技を継承

　5月18日、芦屋グラウンドでつがる支部朝野球大会の開幕式が
行われ、参加16チームの選手や関係者ら約100人が集まりました。
　開幕式では、つがる市野球協会の半田修副会長があいさつし、
昨年度優勝した雪印乳業の盛雅史選手が「ゲームセットするまで
全力で戦います」と選手宣誓をして今季の健闘を誓いました。大
会は7月下旬まで開催され、上位2チームが県大会に出場するこ
とになっています。

 5月12日、木造体育センターで体力アップと心身をリフレッシュ
しようとナイターシェイプアップ教室が行われました。
　教室には約20人が参加し、成田寿子インストラクターの指導を
受けながら、ストレッチやヒップホップ系の曲に合わせてステップ
を踏み、気持ちよい汗を流していました。教室は、来年の３月まで
開催される予定で、日程等は「広報つがる5月号」及びホームペ
ージにも掲載しています。

心と体をリフレッシュ！ ナイターシェイプアップ教室

 5月14日、福島市長が車力地区の水田を巡回し田植え農家を督
励しました。督励は品質の良い売れる米作りを推進しようと毎年
行われており、普及指導室の職員や農協関係者も同行しました。 
 福島市長は、まっしぐらを作付けしている松橋正儀さん（豊富
町）と工藤重人さん（牛潟町）の水田を巡回し、田植えの進ちょく
状況などを聞きながら「農作業中の事故には注意して良い米を
作ってください」と呼び掛けていました。

品質の良い米作り 田植えの現地督励

　5月20日、繁田小学校全校児童34人が家調、繁萢、繁田地区を
鼓笛演奏しながらパレードしました。同校は明治10年に開校し、
今年で131周年を迎えました。創立100周年を記念して始まった
パレードは、今年で31回目を数えます。地域の人たちに運動会の
開催をお知らせするパレードには、多くの住民が集まり大きな声
援と拍手がおくられ、児童たちは見事な演奏を披露していました。
同校は来年度から閉校となるため、今年が最後となります。

最後の鼓笛パレード 繁田小学校

 4月29日、イオンモールつがる柏店で「第17回花いっぱい推進
運動」が行われ、市民、イオン職員、柏小学校の児童ら約400人が
参加しました。
　この運動は毎年「イオンふるさとの森づくり」の一環として行
われており、参加者は沿道の花壇にペチュニア、インパチェンス、
ベゴニアなど約2000本を植えました。
　また、希望者にはメランポジュームなどの花や生ごみから作ら
れた有機肥料300袋を無料で配布していました。

2000本の花を植える イオンモールつがる柏店

　5月7日、つがる市農業士会が市内の小学校7校に花壇苗750鉢
を贈呈しました。
　繁田小学校を訪れた同会の黒滝亨さんは「おじさんたちの思
いが詰まった苗を植えて、花をいっぱい咲かせてください」とあ
いさつし、150鉢を同校に贈呈しました。
　児童を代表して岡本雄祐君（6年）が「苗を花壇に植えてみん
なで大切に育てます」とお礼を述べた後、さっそく全校児童で協
力しながら花の苗を植えました。

小学校へ花壇苗を贈呈 つがる市農業士会

出場16チーム健闘を誓う つがる支部朝野球大会
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